
事業報告書 



「島根県委託事業・みんなで学ぶ人権事業」 
「サーミの血」松江上映会（２０１６年作品、108 分） 

 
日時：1 月 20 日（土）①10：00～11：50 解説 40 分  ②13：30～15：20 解説 40 分 
 上映会後、三谷昇さん（アイヌの人たちと共に歩むとっとりの会代表、元鳥取県人権尊重

の社会づくり協議会委員）の解説レクチャー。 
 
会場：松江市市民活動センター（STIC) 504 講義室 
参加費：一般５００円 ２０歳以下、手帳をお持ちの方、介助者無料 
主催：多文化共生みっくすさらだ 
後援：松江市、フォーラム平和・人権・環境しまね、部落解放同盟島根県連合会、朝日新聞

松江総局、山陰中央新報社、毎日新聞松江支局、読売新聞松江支局 
問合先：090-3638-5438（森） 
 
 映画「サーミの血」は、サンタクロースの故郷でもあるフィンランド、スウェ―デンの北

部ラップランド地方を舞台にした、先住民サーミ人への差別と人間の尊厳を問う作品です。 
 
 北欧の国での先住民への権利回復は、１９９０年以降目覚ましいものがありますが、それ

以前は、他の人種よりおとった民族として、きびしい生活と差別を強いられてきました。現

在では、サーミ語の普及や文化を学ぶ国立の学校ができ、独自の議会も設置されていす。 
 
 日本では２０１９年に日本で初めて「先住民族アイヌ」を明記した「アイヌ施策推進法」

が施行されましたが、アイヌの人たちの「先住民族の権利」は十分な検討さえ行われず、権

利回復に至っていなせん。アイヌと名乗れない人たちが多くいる中で、その人口調査も行わ

れず、明治以降の同化政策で生活手段である狩猟や土地、文化を取り上げられてきたことへ

の反省もない状況が続いています。 
 
 今必要なことは、アイヌ語の復権を目指す公的機関の設置(学校制度や指導者の育成)であ

り、アイヌ文化の根底にある土地や狩猟の権利確立です。 
 
 この映画から世界の先住民族の権利獲得の歴史を学び、アイヌ民族の権利回復と理解を

深めたいとおもいます。 
 
 
 
 



参加者の感想 
●初めてスエーデンの原住民の事を知りました。差別がなくなり自由に暮らせる世の中で

あってほしいものです。ありがとうございました。 
 
●サーミの血、主人公の少女時代と現在差別はあまり変わらず残っているだと思いました。

アイヌ差別も同じなんだろうと思いました。住む場所を生活をうばわれバイクでトナカイ

を追うサーミ人に対して「自然保護区なのに」「バイクで追いかけて」と言っていたスエー

デン人（？）のシーンに私は「自然保護区に勝手にしたのは政府」「その土地にあとから来

たのはあなたたち」と思いました。今自然保護とか環境保護とかありますが人間も生き物も

同じ。 生活している命と考え、お金もうけのために周りの環境を壊すのをやめたらいいの

にと思いました。 
 
●差別は本当に残酷で悲しいし、ところどころ正視ができず胸が痛んだ。民族的差別は世界

中にみられ、近年反省を込めてその歴史を明らかにする動きが顕著に出てきた。それはカナ

ダやオーストラリア、今回の北欧等々。ニュース、テレビドラマ、映画で知り自分がその事

に無知であったかに気付いた。最も身近である国内のアイヌ差別について現在は全く解決

済みだと勝手に思っていた。 
 
●生まれた土地の暮らし、家族を捨て、別人として生き抜こうとし、生き抜いた女性の強烈

さ、たくましさをまず感じました。そこまで抜けだしたいという選択の根底に「差別」があ

るとしても一生ひきずるような（家族を切り捨てて）生き方は重すぎると思いました。 
 
●75 歳 エレモアは（主人公の源国名）は私でした。私の人生と重なる画面でした。どん

な場面も島根県下の異郷地をわたりそこでおきた場面のようでした。「へっちゃらよ」と私

は周りの人の中で平気で生きて来ました。 
あからさまな偏見、差別感があったのではないけれど故郷をすて 3 年間はまったく異郷の

地でした。人生のほとんどを異郷で独身

を通して渡った人（私）は共感しながら

観賞しました。「真実をみつめて」 
 
●世界のどこの国でも先住民族が迫害

されたとあらためて思い出されました。

ひどい差別があったことが少し前のこ

とだったのでしょうが、そういう差別が

あったことを伝えていかないといけな



いと思います。映画の中のエレマリヤがその後どんな生活を送ったか知りたい気がします。 
 
●本日の映画は予告を見て感心があった。映画の前のインフォメーションで「現在でも‥」

との説明があった。見ていて辛くなって来た場面が多々あった。三谷講師さんの講演でより

詳しく「サーミ」「アイヌ」‥他の国でも起こっていること又、現在の様々な出来事等、問

題点等、聴くことができた。紹介されている他の映画も観てみたいと思った。良い時間を作

ってもらった事に感謝します。みんなでもっと考えて行くことが大切。 
 
●「私を許して」、胸がしめつけられます。彼女は決して悪くない！（在日）朝鮮人の問題

ともオーバーラップする部分が多いたみです。 
民族の言葉  名前 
民族の衣装  歌 
民族の文化  風習 
民族の魂   歴史 
もちろんアイヌ人の問題も、琉球人、被差別部落問題、今後も様々な問題にアンテナをはっ

ていきたいと思います。ありがとうございました。 
日朝（朝日）友好の主旨で花見しましょう！ 
 
●途中で帰ってすみません。 
外国の差別の映画初めて観させていただき（意識して）良い機会をいただきました。胸がし

めつけられる思いがしました。改めて差別された方の気持ちがわかる映画でした。 
 
●映画の後のお話はとても勉強になりました。 
 
●大変衝撃的な内容だった。 
日頃の日常の差別がなくならない中で遠方の国で残る差別から対策を考えるのも大切だと

思う。しかし、差別はなくならないと思

う。 
 
●とても全てが衝撃でした。本当に知ら

れざる世界でした。いい機会をありがと

うございました。また勉強して（深掘り）

みたいと思いました。 
 
●差別は世界のいろいろなところにリ

アルに存在していることがわかりまし



た。人間はなかなか差別するのをやめられないものでしょうが‥ 知ることは大切で今日

は「知る」ための良い機会になりました。 
 
●あっという間に時間が過ぎました。サーミのこと全く知らなかったです。アイヌのことも

知りたくなりました。映画も観たい、北海道にも行ってみたいと思いました。ありがとうご

ざいました。 
 
●ニュージーランドの先住民族・マオリの人達のことをちょっと考えたりしながら見まし

た。どの国でも先住民の人達の歴史は現在でも問題をかかえているようですね。 
 
●映画は 2 回目で改めて胸にしみ考えさせられました。講師の先生の話も人権問題にかか

わった状況よくわかりました。資料をじっくり読みたいと思います。 
 
●よく分からないけどポスターにひかれて来ました。強烈な映画だが良くわからなかった。

自分の血がイヤで別の世界に行きたくて‥列車の中で盗みをして‥ 
男の住所が、良くわかったなぁ‥と疑問。結局‥金で亡き父の金のベルトで生活をまかなっ

たのだなぁと思った。なんでスウェーデン人はあんなに豊かなんだろうと思った。 


